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小嶋群三･正高信男 ･中村克樹･
南雲純治l)･杉浦秀樹2)
<研究概要>
A)霊長類の聴覚と音声に関する研究
小嶋群三
1頭のチンパンジーの聴覚に基づく環境の理
解に関して､聴覚一視覚の見本合わせ課招により､
以下の点を検討した｡ a)音声によるヒトの性の
理解.b)チンパンジーの個体名の理解､C)ちのの
名称の理解｡a)はこれまでの研究の追試であるが､
性の弁別が可能であった｡恐らく音声の基本周波
数の性差に基づいて判断していると思われる｡b)
については突験宝では理解できなかった｡放飼場
では個体名を理解しているように思われるが､文
脈から切り即された実験室では困難なようであ
る｡C)に関しても斑しかった｡そこでものの音の
擬音泊を串入して訓練したところ､それは理解す
ることができた｡
B)老齢ザルの認知横倍の研究
小切師三･土田順子3)･久保南梅子4)
加齢に伴う詑知機能の低下を明らかにする目
的で.老齢ニホンザルのパターン弁別､連続位置
逆転の成約を若年のサルと比較している｡また,
学習セット形成の追加実験を行っている｡老齢ザ
ルは学習セットの形成を含め物体弁別の諸課題で
成約の低下を示す.約瑚網野の下膨隆部から内側
眼窃前頭部にかけての細域が何らかの加齢性の機
能低下を起こしていると推測している｡
C)PETを用いたヒトの認知機能の研究
小切群三
PETを用いて高次認知機能に関わる脳部位
の同定を行っている.上腕手指と口項部の運動の
祝祭と采行時の脳の局所血流瓜の変化をポジトロ
ンCTにより検討した.とくに安静時と比較して､
投票時には視覚閃迎何野が.突行時にはそれぞれ
の運動に関連する感光運動街域と小脳の血流虫が
増加した｡また央行時に血流免の低下を前頭桑や
側頭葉で兄いだしている｡これは東北大 ･川島.
長寿医療研究センター･伊藤らとの共同研究であ
る｡
D)霊長類のコミュニケーションの比較行動学
正ホ信男
ヒトを含む様々な和の音声.祝党コミュニ
ケーションの比較研究を行っている.
E)サル側頭煎陀内87TJ部のニューロンの視覚応答
性の研究
中相克樹 ･佐藤暢哉1)
サルの噴周囲皮質と泊馬傍回の現先機能差
を､様々な視覚刺激に対するニューロンの応答仕
を比較することで検討している.
F)サル頭頂間柄周辺田城のサッカード運動にお
ける役割の研究
中相克樹･秦荘雅登4)･高田昌彦4)
サル頭m問溝周辺街域のサッカ-ド運動にお
ける役割を明らかにするため,注視 ･サッカード
中のニューロンの応答性を調べている｡
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